
地区講演会『東日本大震災後、避難所の居住性や心のケアでどんな課題があったか？』 

 

東日本大震災によって、避難所が設置されたり、仮設住宅が建てられたりしました。避難所や仮設住宅

では、居住空間としてのハード面の問題のほか、プライバシーや心のケアをどうするかなどの心理面の課

題もあがりました。また、壊滅的な被害を受けた自治体では、あらゆるものを失い、避難所の機能自体を

立ち上げることが困難でした。 
震災後、実務に当たった行政担当者のほか、これまで調査を行った経験を持つ研究者や実務者を迎え、

講演していただくことにしました。 
学協会会員に限らず、お知り合いの方を誘いあわせの上、参加下さい。 

 
主  催 日本建築学会東北支部環境工学部会、空気調和･衛生工学会東北支部、 

日本技術士会東北本部衛生工学･環境･上下水道部会 
協  賛 電気設備学会東北支部、建築設備技術者協会東北支部、住まいと環境東北フォーラム 

後  援 日本電設工業協会東北支部、日本空調衛生工事業協会東北支部、東北空調衛生工事業協会、 

宮城県空調衛生事業協会、日本設備設計事務所協会東北ブロック、山形県設備技術協議会 

日  時 平成 24 年 3 月 23 日（金）14 時～17 時 （開場：13 時 30 分） 
会  場 ユアテック本社 3 階 C 会議室（仙台市宮城野区榴岡 4 丁目 1-1、仙台駅東口より徒歩 5 分） 

会  費 無料 
募集人員 80 名（先着順） 

司  会 日本技術士会東北本部衛生工学･環境･上下水道部会長 赤井仁志（ユアテック） 

プログラム 

① 開会あいさつ（日本建築学会東北支部環境工学部会長 菅原正則） 
② 津波被災自治体の避難所での対処と課題（講師：大槌町教育委員会生涯学習課 黒澤久美子） 
③ 避難所のトイレの実態と課題（講師：NPO 日本トイレ研究所 灰谷香奈子） 
④ 避難所の住居環境の実態と課題（講師：新潟青陵大学 飯野由香利） 
⑤ 被災者の心のケアと臨床心理の課題（講師：仙台市精神保健福祉総合センター 佐藤明子） 
⑥ 閉会あいさつ（空気調和・衛生工学会東北支部長 仲村光史） 

申 込 み  ｢3 月 23 日・公開講演会・居住空間や心のケア参加申し込み｣と記載して、ハガキ、FAX また

は E-mail にて氏名・所属（学校・勤務先等）および電話番号を記入の上、空気調和・衛生工

学会東北支部 事務代行機関宛てに申込み下さい。 
空気調和・衛生工学会東北支部 事務代行機関 

〒980-0821 宮城県仙台市青葉区春日町 3-8 春日町ファインビル 4F 
住まいと環境 東北フォーラム内 

TEL：022-221-9042  FAX：022-221-9243  E-mail：htoenv@rio.odn.ne.jp 


